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おんが文芸連

射回芸能まつり
●と　き　4月17日（日）

午前10時～午後3時
●ところ　中央公民館大ホール

入場無料、多数の御観覧を乞う

主催・遠賀町文化芸能連絡協議会
後援・遠賀町教育委員会

安い掛金・高い保障・速い給付 

県民火災共済（湖共済）に加入しませんか 
県民火災共済は、営利を目的としないみなさんの保険です 

手続が簡単で支払いも迅速に行われます。 
●加入資格・i…・県内にお住まいの人。借家に住まわれている 

人は動産（家財など）に加入できます。 
●中込方法・・・i・・消防団員がみなさんのお宅を訪問します。ま 

た・役場総務課窓口でも取乱＼をしています。 
お問い合わせは役場総務課庶務係まで℡（293）1234 

よい町づ　く　り
通貨高中学校2年　岡本　千秋

令
で
定
め
る
特
別
の
夢
情
が
な
い
の
に
保
険

税
を
納
め
な
い
籍
に
は
、
四
月
一
日
か
ら

「
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
う
」
な
ど
の
措
置

を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
十
分
こ

承
知
く
だ
さ
い
。
（
詳
細
に
つ
い
て
は
二
月

十
日
号
を
こ
騎
く
だ
さ
い
。
）

●
　
特
別
の
萌
情
で
早
急
の
納
税
が
困
難
な

方
は
、
必
ず
税
務
課
徴
収
係
に
憩
精
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
保
険
証
、
資
格
証

明
茸
給
付
関
係
に
つ
い
て
は
住
民
課
国
保

年
金
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
哲
の
配
布

前
記
の
受
験
申
込
み
場
所
及
び
土
木
事

務
所
に
用
意

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
建
築
士
会
へ

舗
0
9
2
（
4
4
1
）
1
8
6
1

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

国
民
僅
庫
保
険
柾
の
更
新

二
級
建
築
士
及
び

木
造
建
築
士
試
験

現
在
交
付
中
の
保
険
証
の
窮
隈
は
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
切
替
え
を
お
忘
れ

なく。
●
日
　
時
　
3
月
2
9
日
（
火
）
5
0
日
（
水
）

9
時
～
1
6
時
5
0
分

●
場
　
所
　
役
場
玄
関
ホ
ー
ル

●
持
参
晶
　
保
険
謡
、
印
鑑

な
お
、
現
在
の
保
険
証
を
使
用
中
な
ど
の

理
由
で
当
日
手
続
き
が
で
き
な
い
方
は
、
四

月
四
日
ま
で
に
住
民
課
窓
口
で
手
続
き
を
す

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

も
う
お
済
み
で
す
か

保
険
税
の
納
付
は

保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険
を
運
営
す
る

（
健
康
を
守
る
）
た
め
の
重
要
な
財
源
で

す
。
保
険
税
を
納
め
な
い
で
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
災
害
な
ど
政

●
試
験
日
時

・
学
　
科
　
1
月
m
日
（
日
）

1
0
時
～
ュ
7
時
ュ
0
分

・
設
計
．
製
図
　
9
月
ュ
8
日
（
日
）

m
時
5
0
分
～
ュ
6
時

●
場
　
所

・
学
科
　
九
州
産
業
大
学

福
岡
南
東
区
松
雲
口

・
設
計
製
図
福
岡
大
学
七
盤
奮

福
岡
市
域
南
区
七
賃

●
受
験
申
込
み
日
時
及
び
場
所

4
月
ュ
8
日
（
月
）
～
4
月
2
2
日
（
金
）

1
0
時
－
1
6
時

・
福
岡
県
建
築
士
会

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
前
3
－
1
4
－
1
7

・
小
倉
建
設
会
館

北
九
州
星
霜
区
田
町
n
I
ュ
5

地
方
説
法
第
四
一
五
条
の
規
定
に
よ
り
、

昭
和
六
十
三
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
経

路
に
供
し
ま
す
。
関
係
者
は
期
間
中
に
縦
覧

さ
れ
ま
す
よ
う
素
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
日
　
時
　
4
月
ェ
日
－
4
月
如
日

8
時
5
0
分
～
1
7
時
（
土
曜
の

午
後
、
日
・
祝
日
は
除
く
）

●
場
所
　
役
場
税
務
課
固
定
資
産
説
係

窓
口

の
で
、
同
法
第
7
1
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
と
と
も
に
建
策
協
定
書
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

●
建
築
協
定
の
名
流
　
パ
ス
コ
タ
ウ
ン
田
園

都
市
第
四
次
建
築
協
定

●
代
表
者
株
式
会
社
パ
ス
コ
代
表
取
締
役

中
島
清
治

●
繕
蕩
所
遠
賀
町
役
場
建
設
課

●
縦
輝
期
間
　
4
月
7
日
ま
で

公
開
聴
聞
会
の
開
催

建
築
協
定
書
の
縦
覧

建
築
塞
軍
法
第
7
6
条
の
3
第
2
項
の
規
定

に
基
づ
く
建
築
協
定
謡
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

建
築
基
適
法
第
7
2
条
第
1
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
公
開
聴
聞
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

●
開
催
日
時
4
月
工
2
日
（
5
1
4
時
～

●
開
催
場
所
遠
賀
町
役
場
第
2
会
議
室

●
聴
聞
の
理
由
次
の
建
築
協
定
に
つ
い
て

関
係
人
の
出
頭
を
求
め
憩
兄
を
聞
く
た
め

●
建
築
協
定
の
名
称
　
パ
ス
コ
タ
ウ
ン
田
園

都
市
第
四
次
建
築
協
定

●
建
築
協
定
の
区
域
遠
賀
町
大
字
尾
崎
パ

ス
コ
タ
ウ
ン
田
園
都
市
の
一
部

●
申
請
人
住
所
東
京
都
港
区
赤
坂
7
丁
目

ュ
0
番
智
で

●
白
話
人
民
名
株
式
会
社
パ
ス
コ
代
表
取

締
役
中
島
清
治

こ
の
機
会
を
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
4
月
2
5
日
・
5
月
1
3
日

1
0
時
～
鳩
時
0
0
分

●
場
所
　
八
幡
公
共
職
業
安
定
所

問
い
合
わ
せ
は
、
県
労
働
部
雇
用
保
険
謀
へ

舘
0
9
2
（
6
4
1
）
4
8
6
桑

不
動
産
の
無
料
相
談
会

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
料
の
日
生
・
納
付
は
五
月
十
五

日
ま
で
で
す
。
正
し
く
お
早
め
に
。

現
地
受
付
納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ

●
日
　
時
　
4
月
2
日
（
土
）

1
0
時
－
ュ
7
時

●
場
　
所
正
答
井
筒
屋

黒
崎
そ
ご
う

不
動
産
鑑
定
士
が
こ
相
談
に
応
じ
ま
す
。



夕図書室ニュース
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ィ●一般図書　　　　　　） 
i数の風景　　　　松本清張善朝日新聞社 

犬の系譜　　　　　　　　誰名　試着　講談社　－ 
花嵐の森ふかく　　　　　　　　高樹のぶ子著 

／：声は無けれど　　　　　丸岡秀子著　岩波害店， 
ミ／女のとおせんは　　　田辺聖子著　文芸春秋： 

“女と株　　　　　中山あい手書　世界文化社：、 

一休を歩く　　　　　水上勉書　目本放送出版 

源氏物語ときがたり　　村山リウ著　主婦の友社 
きな粉健康法　　　　　　永山久夫著　双葉社 
老いをふせく栄養読本　　松本貢子　同時代社／、 
福岡県地名大辞典　　　　　　　　角川書店　31： 

永代橋崩落　　　　杉本苑子著　中央公論社；ツ 
実録はっさい先生　　　上沼八部∴協同出版；㌧： 
コンスタンティノープルの陥落　塩野七生著新潮社　∴ 

他多数 
●児童図書 

うたのすさなかえるくん　加古里子作　PHP 

；エンデのいたずらっ子の本 
ミヒヤエル・エンデ　岩波書店 

；幼年創作童話シリーズ全15巻　　　　　PHP． 
ふしぎなオルガン　　　レアンダー作　岩波文庫　～〔 

“読書の会”会員募集 

本が大好きなあなた、読書グループに参加しま 
せんか。今から新しく出発するグループです。お， 

i：気軽にどうぞ。 

申し込みは中央公民館図書室まで 

（3）豊かな町豊かな郷土は納税から
通貨高中学校1年　辻　　さえ美

確
定
申
告
萱
竃
出
し
た
後
で
、
内
容
を

聞
違
え
て
い
た
こ
と
に
気
つ
い
た
ー
こ
ん

な
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
間
違
い
を

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

多
く
申
請
し
た
と
き
は

「
更
正
の
請
求
」
を

所
得
金
額
、
所
得
控
除
額
、
税
額
控
除
額

の
間
違
い
や
計
第
間
違
い
な
ど
で
、
税
額
を

多
く
計
算
し
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
い
た
場

合
は
、
「
更
正
の
請
求
」
を
し
て
五
し
い
税

額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
正
の
請
求
」
は
、
税
務
署
に
用
恵
し

て
あ
る
更
正
の
請
求
番
に
必
要
な
謡
項
、
金

顕
を
紀
大
し
て
提
出
す
る
も
の
で
、
税
務
署

が
そ
の
内
容
を
正
当
と
認
め
た
と
き
は
、
納

め
過
ぎ
の
税
金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
義
眼

か
ら
一
年
以
内
で
す
。
（
六
十
二
年
分
の
確

定
申
告
に
つ
い
て
は
六
十
四
年
三
月
十
五
日

い
た
こ
と
に
気
つ
い
た
と
き
は
「
修
正
申

告
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に
訂
正
し
て
く
だ

さい。修
正
申
告
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
自
主

的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
税
務
署
の
調
査
が

まで）少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
は

「
修
正
申
告
」
を

確
定
畳
屋
に
税
額
を
少
な
く
星
口
し
て

行
わ
れ
た
後
で
修
正
申
告
を
す
る
と
、
修
正

分
の
税
額
の
ほ
か
に
過
少
申
告
加
算
税
を
支

払
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
税

務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
自
千
両
に
修
正

申
告
を
し
た
場
合
は
、
過
少
寮
費
税
は
＼

か
か
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
ら

確
走
申
告
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
に

申
告
番
の
提
出
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
直

ち
に
確
定
申
告
（
期
限
後
申
告
）
を
し
て
く

だ
さ
い
。

期
限
後
申
告
も
、
修
正
申
告
と
同
様
に
、

税
務
署
の
調
査
の
前
に
で
き
る
だ
け
早
く
自

主
的
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
期
限
後
申

告
を
す
る
と
、
申
告
分
の
税
額
の
ほ
か
に
、

無
申
告
加
算
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主

的
に
申
告
す
る
と
、
無
申
告
加
算
税
は
軽
減

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
修
正
屋
号
廟
限
後
申
告
に
よ
っ

て
新
た
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
は
、

申
告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い

ま
た
、
そ
の
税
額
に
は
、
三
月
十
六
日
（
納

期
限
の
翌
日
）
か
ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期

間
の
長
さ
に
よ
っ
て
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す

の
で
一
緒
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
校
新
一
年
生
の

就
学
通
知
に
つ
い
て

町
内
在
住
の
小
・
中
学
校
新
一
年
生
に
、

一
月
三
十
一
日
現
在
で
就
学
通
知
を
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
も
し
漏
れ
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
こ
面
倒
な
が
ら
馨
憂
患
会
学
校
教

育
課
ま
で
こ
連
綿
く
だ
さ
い
。

衝
（
2
9
3
）
ュ
2
3
4

ー表　紙－

末
寺
に
お
住
ま
い
の
鶴
崎
壁
一
言
ん

（
四
七
）
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。
鶴
崎

さ
ん
は
、
先
こ
ろ
開
か
れ
た
北
九
州
地

区
洋
ラ
ン
展
に
新
種
の
カ
ト
レ
ア
を
出

品
さ
れ
、
見
事
県
知
和
費
に
選
ば
れ
ま

した。現
在
の
よ
う
に
本
格
的
な
洋
ラ
ン
栽

培
を
始
め
ら
れ
た
の
は
、
四
年
前
に
労

災
疎
放
で
車
イ
ス
生
酒
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
か
ら
と
の
こ
と
。
今
で
は
一
手
種

三
万
鉢
に
も
増
え
温
室
か
ら
あ
ふ
れ
そ

う
で
す
。
こ
の
日
も
、
近
所
の
人
た
ち

が
植
え
つ
け
の
手
伝
い
に
訪
れ
、
ラ
ン

の
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
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よ青　子 種う画接防 �����七坦十生 ’賀人後 

当　o性種接 �：∴ �間以 �一で四 �秋に（（四 �八・力十 �秋間ま三 
日　　をは穏 ��以上 �回陰十 �（受一三I �月中月二 �（以で　〉 
は　　も安を ��上の �）住人 �各け回国四 �を間か力 �各上が四 
母　つけ愛 子　で“け ��お人 �者力 �四る、））十 回○をを＼ �除医ら月 ）師二、 �一ね望十 

ら 手なれた 限るま前 �∴「： �い て �の月 み未 B満 �　／ ）－三力 　期十月 �」＿カ た会十ら おの六七 �固いま八 ）でしカ ニい月 

を　ペせ後 ��回 �Cの �終六の �お病力十 �回　Cの 
措　　く　んの ���G問 �了力問 �む院月二 �間 な る べ 
参　早〇二 の　いl �疫お園基 のお’磋 ��を 受 �後月 ’の �ねでのカ ー受閏月 

こ　時　四 と　期　週 �でむ翌免 きね年疫 ��け る �十間 二で �葺砦籠 

に　問 受∴∴は �て三一（ ＼ ���〉受 十け �oまo せ �i 
受i∴く け　他 �J年回は るにのじ ���八る �＿諾 �丁 

ま　　の �人一迫め ���力　o �画質 �十 
し　　予 �は回加の ���月 ��八 
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番
の
予
防
接
種

妊
　
婦
　
相
　
談

●
期
　
日
　
4
月
4
日
（
月
）

●
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
ュ
5
時
5
0
分

●
場
　
所
役
助
保
他
室

●
内
　
容
　
産
緬
産
後
の
過
ご
し
方
、
妊
婦

体
操

●
持
参
品
母
子
手
帳
受
領
の
方
は
、
印
鑑

番
の
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

申
し
込
み
は
、
接
親
日
に
、
会
場

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
役

場
保
健
衛
生
係
窓
口
で
も
申
し
込

み
の
受
付
と
、
問
診
票
・
注
懇
書

の
配
布
を
し
て
い
ま
す
。

接
種
日
に
は
、
会
助
に
来
る
前

に
体
温
を
計
り
、
乳
幼
児
の
健
康

状
態
の
わ
か
る
人
が
付
き
添
っ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
会
場
は
各
接
穂
と
も
中

央
公
民
館
で
す
。

児
　
相
　
談

●
期
　
日

●
時
　
間

●
場
　
所

●
対
象
者

●
内
　
容

●
持
参
品

4
月
5
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
0
0
時
5
0
分

英
公
民
館

3
カ
月
～
6
カ
月
児

体
重
・
身
長
測
定
・
離
乳
食
な

ど
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査
セ
ッ

ト
配
布

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
期
　
日
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

4
月
6
日
（
水
）

・
B
C
G4

月
8
日
（
金
）

●
時
　
間
・
受
付
　
1
3
時
0
0
分
－
1
4
時

・
接
種
　
1
3
時
5
0
分
～

●
対
象
者
　
今
ま
で
一
度
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

反
応
検
査
と
B
C
G
を
受
け
て

い
な
い
3
カ
月
～
4
8
カ
月
未
満

児

●
接
種
方
法
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
穂
後
4
8
時

間
お
い
て
判
定
、
陰
怪
者
の
み

B
C
G
接
種

テ
リ
ア
、

破
傷
風
）

●
日
　
時
　
4
月
1
3
日
（
永
）

5
月
1
2
日
（
木
）

6
月
1
日
（
火
）

6
月
5
0
日
（
木
）

●
時
　
間
・
受
付

・接穂

●
対
象
者
・
第
1
期

・
第
2
瑚

1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

ュ
3
時
5
0
分
～

2
4
カ
月
～
4
8
カ
月
児

第
1
期
終
了
後
、
1
2

～
ュ
8
カ
月
経
過
の
幼
児



つる　　　だ　　　ゆ　か　o

鶴　田　由香里　ちゃん
昭和62年3月29日生

（華麗さんの轍
広渡1753番地のl

病気もせず、アンヨもじょうずに

なりました。毎日、お兄ちゃんに仮

面ライダーブラックの相手をさせら

れ、たくましく元気な子。いつにな

ったら女の子らしくなれるかな。

鉦∵噛
slb eと　　¢　　　な

坂　元　菜　々　ちゃん
昭和62年3月25日生

（認巽さんの長女
広漠1749番地の6

生まれた時は、2，520グラムしか

なかったけど、病気ひとつせずに大

きくなりました。髪の毛が少なめだ
から、よくボクと聞遭われるの。ど

こかで見かけ7こらお友達になってね

講義例会　謹ふ／／二言 �������‡ ！ �　ヽ ぶ ヽ 
始まる ���� 

3月8日～30日 ���� 

昭和63年度予算他を審議「‾ミ／言 傍聴の申し込みは議会事務局まで」土 

啓一／ 艦 � � ������ 日照8∴∴： ������口 �詳三毛 
J �　　∴二」○－ 理容！岩岳1霞＝ �� � � �　∴： 寸言ll 

／三三ヨおき ��「議書言謹 ������ 

∴∴　　∴　　　“顎で寒暑一‘ ������．∴∴ ∴∴：二二－二．、∴∴∴∴ 

（5）

●
接
謹
方
法
・
第
1
期
　
4
回
の
内
い
ず
れ

か
3
回
接
穂

・
第
2
期
　
4
回
の
内
い
ず
れ

か
ュ
回
接
種

●
持
参
晶
母
子
手
帳
印
鑑

生
後
餌
カ
月
を
過
ぎ
た
幼
児
に
は
、
二
極

混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
で
実
施
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

e
ヮ
ク

●
日
　
時
　
5
月
m
日
（
火
）

●
時
　
間
・
受
付
　
1
3
時
ェ
0
分
～
1
4
時

・
授
与
　
1
3
時
5
0
分
～

●
苅
家
書
　
3
カ
月
～
4
8
カ
月
児

●
接
稀
方
法
　
6
週
間
以
上
の
間
隔
を
お
い

て
2
回
投
与
（
今
秋
の
萎

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
　
印
鑑

2
回
目
の
接
種
日
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し

ます。ポ
リ
オ
生
ワ
ク
の
投
与
を
受
け
た
場
合
に

は
、
5
月
1
2
日
の
一
二
極
混
合
は
受
け
ら
れ
ま

せん。
食
生
活
改
善
推
進
教
室

受
講
生
募
集

健
康
は
、
ま
ず
毎
日
の
食
郭
か
ら
。
あ
な

た
も
こ
の
教
室
で
学
ん
で
、
元
気
の
出
る
料

理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
　
間
　
6
3
年
5
月
か
ら
6
4
年
3
月
ま
で

毎
月
1
回
（
第
－
ま
た
は
第
3

金
曜
日
）

●
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
1
2
時

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
先
役
場
保
健
衛
憲
窓
口

4
月
1
日
－
1
8
日

●
そ
の
他
　
1
0
回
以
上
の
出
席
者
に
は
、
修

了
証
哲
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
講
座
卒
業
後
は
遠
賀
町
食
生
活
改

善
推
進
員
（
緑
黄
会
）
と
し
て
の
活
動
を
お

願
い
し
ま
す
。

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
行
い
ま

す
。
必
ず
お
受
け
く
だ
さ
い
。

日
程
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
3

月
1
0
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



広報おんが

圏圏四囲同園圏

設薗場所

●役場玄関前

●中央公民館

●公民館別館

●コミュニティ

センター

町政に対するあなたのご意
見、ご要望をお聞かせください。
どんなことでもけっこうです。

ご遠慮なくどうぞ。今後の町政

に反映させたいと思います。

また、広く町民のみなさんに

お知らせしなければならないも

のは、順次広報で取り上げてい

きます。

なお、住所とお名前を書いて
いただければ、担当の係員が直

接ご相談に応じます。

言霊1∴ 

SSSSSSSSS熟要鵡i 　∴rl 

ア）＼護軸 

青少年態至高成地藍窪

広報おんがが

クーンとワイドiこ！
4月10日号から紙面の大きさがひとまわり大きくな

ります。活字も大きくなって読みやすくなります。

これからも広報あんがをよろしくお願いします。

（6）

（∋（謹龍誓）

青
少
年
健
全
育
成

地
区
懇
談
会
を
終
え
て

二
月
二
十
八
日
、
若
宮
町
円
通

院
住
職
狩
野
修
猷
先
生
を
お
迎
え

し
て
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
映
画
「
親
父
は
背
中
で

叱
っ
て
く
れ
た
」
を
観
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
映
画
で
は
親
の
姿
勢
が

問
わ
れ
て
、
大
い
に
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
の
、
先
生
の
ご
講
演

の
第
二
声
も
、
「
青
少
年
の
育
成

よ
り
、
親
の
育
成
が
先
で
あ
る
。
」

と
い
う
こ
と
で
、
ま
っ
た
く
そ
の

通
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。
町
民
会

議
、
区
民
会
議
が
青
少
年
育
成
に

カ
を
入
れ
て
も
、
そ
の
親
た
ち
白

身
が
他
人
ご
と
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
講
演
、
機
会
が
あ
れ
は

も
っ
と
多
く
の
親
御
さ
ん
に
聞
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
し

た。

翌
日
、
区
内
の
方
々
か
ら
の
「

良
い
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
」
と
の
お
言
葉
で
、
こ
の

会
を
も
っ
て
ほ
ん
と
う
に
よ

か
っ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

叱
っ
た
り
、
と
が
め
た
り

す
る
だ
け
が
大
人
で
は
な

い
。
わ
か
る
ま
で
体
で
示
そ

う
。
私
た
ち
大
人
の
姿
勢
、

そ
れ
が
大
切
だ
と
痛
感
し
ま

した。
青
少
年
育
成

新
町
区
民
会
議

会
長
　
里
山
　
積
市

））））大人
7
1
2
5
1
6
5
0
9

一

一

十

一

閉
園
圏

6
7
8
4
∴
∴
∴
∴
土

人
入
　
内

526　）

口
　
　
数
人
生
（

男
女
誇

大
　
　
　
性
転
出


